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要

乳頭上ループ形成症が視力の良好な57歳男性の両眼
に発見された。フルオレセイン螢光眼底造影で,血管ルー

プは両眼とも動脈性であった。両眼に網膜の動動脈吻合

があった。右眼では網膜中心静脈が乳頭縁で網膜色素上

皮下に潜り込んでいた。インドシアニングリーン螢光眼

底造影で,右眼では異所性の脈絡膜流出路が乳頭に接し

て存在し,乳頭縁で潜り込む網膜中心静脈と吻合してい
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約

た。この異所性の脈絡膜流出路は,opticodliary veinま

たは chorio― va」nal veinの 中間型に相当する新 しい形

の後毛様静脈であると解釈 された.(日 眼会誌 102:
215-220,1998)

キーワード:乳頭上ループ形成症候群,イ ンドシアニン

グリーン螢光眼底造影,網脈絡膜血管奇形

乳頭上ループ形成症候群 l眼での網膜中心静脈と

脈絡膜静脈の吻合

杉内 香子,森  圭介,出 口 達也,米谷
埼 Il医利大学 |1良科学教室

新

Chorioretinal N{alformation in Vascular Loop Formation on the Optic Disc

Koko Sugiuchi, Keisuke Mori, Tatsuya Deguchi and Shin Yoneya

Department of Ophthalmology, Saitama Medical School

Abstract
We have studied the eyes of r 57 year-old man, the ;rresence of a drainage system, the so called pos-

with good visual acuity. who was found to have an terior ciliary vein, which was conected directly to
unusual prepapillary vascular loop formation in the central retinal vein temporal to the optic disc in
both eyes. Ophthalmoscopic examination revealed the right eye. We believe this to be a new type of
that the central retinal vein ran a course beneath chorioretinal vascular formation which is different
the retinal pigment epithelium in right eye. Fluo- from the chorio-vaginal vein and the optico-ciliary
rescein angiography showed the prepapillary vascu- vein. (J Jpn Ophthalmol Soc 102:215 220, 1998)

lar loops to originate from the central retinal artery
in both eyes. We also noted arterial, but not arterio- Key words : Prepapillary vascular loops, Indocy-
venous, shunt formation in the retina of both eyes. anine green angiography, Retinochoroi-
By indocyanine green angiography we demonstrated dal vascular malformation

I緒  言
(以下,ICC)螢 光眼底造影を行った結果,特に右眼で網脈

絡膜間に静静脈吻合が観察されるなどの興味ある知見が

得られたので以 Fに報告する。先天性血管異常の ^つ として知られる乳頭 |■ループ形

成症候群は,1871年 に Liebreichl)の 報告以来,硝 子体出

血,網膜動脈分枝閉塞症,網膜静脈分枝閉塞症
21~“
などの

合併症の報告がなされている。一方,こ の血管異常は,動

脈性のループが多いことや
アl,動
脈間吻合の合併がある

ド)

ことから,動脈を主体とした血管奇形であることが知ら

れている.今回,我々は両眼性の乳頭上ループ形成症候群

を経験 した.111tに おいて網膜中心静脈が視神経乳頭縁

部からその下に潜 り込むような特異な走行を示 してい

た。この異常血管について精査するため,フ ルオレセイン

螢光眼底造影 (以下,FAG)と インドシアニ ングリーン

II 症  例

57歳 ,男性。平成 6年 10月 ,会社の検診で網膜血管の

走行異常を指摘され,精査目的のために当科初診となっ

た。既往歴は,平成元年,左眼球打撲による前房出血があ

る.高血圧,糖尿病,血液疾患などの全身疾患は指摘され

ていない。初診時,右恨視力 0.3(1.2× S-1.00 D cyl-0.

50 DAx 70° ),左眼視力 0.5(1.0× S-1.00D cyl-1.00

DAx 40° )であり,前眼部中間透光体,眼圧に特に異常は

なかった。
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検限鏡的に右眼底では,視神経乳頭上に動脈を主体と

するループ形成が観察された.視神経乳頭上 8時の網膜

中心静脈は乳頭上で拡張しており,その辺縁部から後方

に向かい走行していた。また,黄斑を取り囲むように走行

する毛様網膜動脈は黄斑部鼻側で色調が薄い部位があっ

た (図 lA).左眼底にも動脈を li体とする乳頭 llループ

が観察された.視神経乳頭上から2時方向に走行する網

膜動脈は検眼鏡的には盲端に終わり,あたかも網膜 Fに

侵入しているかのようにみられた(図 lB).網膜周辺部

には両眼とも明らかな病変はなかった。上記所見から,両

眼性の乳頭上ループ形成症候群と診断し,異常血管の血

管構築ならびに血流動態を精査するため,FAGお よび

ICG螢光眼底造影を施行した.

FAGでは両眼のループはすべて動脈性であった,右眼
では,動脈相で乳頭上方と耳側の 2か所に動動脈吻合が

証明された.明 らかな毛様網膜動脈は乳頭 7時から黄斑

部を取り囲むように走行するもののみであった。網膜静

脈は乳頭上で合流し,太 くなった網膜中心静脈は乳頭辺

縁 8時から毛様網膜動脈と随走し,その遠位端は観察さ

れなかった(図 2).左 眼乳頭 li.2時の異常網膜動脈は

corkscrew様 に屈曲蛇行し,盲端であるかのごとく観察

された部位で反転し,網膜中心動脈に連続 していた (図

3).

ICG螢光眼底造影では動脈相で網膜動脈に出来する

ループが描出されていたが,脈絡膜動脈では明らかな異

常は検出されなかった (図 4A,B).右 眼底静脈相におい

ては,乳頭辺縁 8時に脈絡膜静脈が合流し,渦静脈様の眼

外排出路を形成していた。乳頭辺縁で遠位端が観察され

なくなっていた網膜中心静脈は,こ の異所性の脈絡膜排

出路が連続 していることが観察された (図 4C)。 一方,赤

道部に存在する渦静脈は 1,5,11時に一本ずつあ り,ま

た,6時半と 7時に大きな渦静脈がみられた。この渦静脈

はそれぞれ膨大部が向かい合っており,強膜の出口で合

流している可能性を考えると,渦静脈は右眼底全体で 5

か所であるものと推定された (図 5A).左 眼底には 4本

の渦静脈が赤道部のみにあ り,右眼のような網脈絡静脈

間の吻合は観察されなかった (図 5B).

III 考  接

本症例に ICG螢光眼底造影を施行したことにより,従

来から報告されている網膜内動動脈吻合 '`の他に,異所性

の脈絡膜排出路とそれと吻合する網膜中心静脈の存在 ,

つまり網 IIR絡膜間の静脈吻合があることが明らかとなっ

た。このことは,乳頭上ループ形成症候群に脈絡膜,特 に

静脈系にも発生異常があり得ることを意味する。この症

候群は今まで網膜血管,特 に動脈性の発生異常
91と
されて

おり,我 々の知る限り脈絡膜静脈系および網膜中心静脈

の異常は報告されておらず ,ループ形成の発生過程を考

察する上で興味深い所見といえる.

卜1限会誌 102巻  3号
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図 1 眼底写真 .
A:右眼.B:左眼
右眼では視神経乳頭上で,動脈を主体とするループが観

察される。網膜中心静脈は乳頭辺縁で途切れるように走

行 している(大失印).毛様網膜動脈は黄斑部鼻側で一部

色調が薄くなってお り,あ たかも途切れているかのよう

に観察される(小矢印).左眼のループも主に動脈性で視

神経乳頭上から2時方向に走行する網膜動脈は盲端に終
わるように観察される (矢印).

本症例でみられた後極部の渦静脈様血管は,黄斑部を

含む後極部の脈絡膜静脈の排出路として観察された。後

極部渦静脈については,従来稀な症例としていくつかの

報告
1°

'｀

l・

'がなされている。近年,ICG螢光眼底造影が広く

普及するに従い,その同定が正確かつ容易となり,報告も

増加 しつつある.最 も報告の多いものは高度近視眼に合

併したものであるが,正常眼でも頻度は低いが報告され

ている。高橋ら
151の ICG螢 光眼底造影を用いた 220眼 の

報告では,後極部渦静脈のあったものは平均-7.8Dと

近視に偏っていたが,そのうち乳頭に接するように渦静
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C                         D

図 2 右眼フルオレセイン螢光眼底造影 (FAG)。
A:静注後 13.3秒 .B:24.7秒.C:16.6秒 .D:22.4秒 .

ループはすべての動脈性で,網膜動動脈間吻合が乳頭上側と耳側に存在する(失印).網膜中心静脈は乳頭辺縁

8時から毛様網膜動脈と随走し,その遠位端は造影されない。

脈のみられた例で,+3～ -4Dま でのものは 2‖艮報告さ
れている。このような異所性渦静脈のある眼では,その他

限に比べ赤道部渦静脈の数は少ない
1° 111111)と の指摘があ

るが,本例では赤道部渦静脈の本数は両眼とも4本ずつ

と同数であった.一 方,他 に正視に近い例をThomson

ら16)も 報告しているが,その中でこれらの後極部の脈絡

膜排出路の一つとして後毛様静脈の一型である chorio^

vaginal vein(脈絡膜視神経鞘静脈)の存在が指摘されて
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いる.

Duke―Elderら 17'に よれば,chorio― vaginal veinは 後毛

様静脈の一つであり,脈絡膜静脈の血流が乳頭辺縁部か

ら視神経鞘の軟膜血管網を介して網膜中心静脈へ流入す

る静脈系とされている。後毛様静脈のもう一つの異常血

管 として optico―cihary veinが挙げ られる。この optico―

ciliary veinは ,乳頭辺縁に向かって網膜中心静脈の分枝

が陥入 し,乳頭飾状板の高さで乳頭周囲の脈絡膜血管 と

A
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吻合のみられるものを指す。

本症例で観察された異常静脈系は,chorio‐vaginal vein

と同様に乳頭に接する異所性脈絡膜排出路を持ち,網膜

中心静脈と吻合する点が非常に類似しているが,その吻

合の仕方が視神経鞘の軟膜血管網を介さず,網膜中心静

脈に直接流入している点が異なる。また,乳頭辺縁部に向

かって網膜静脈が陥入 し,脈絡膜由l管 と吻合する点が

optico― ciliary veinと も類似しているが,網膜中心静脈の

分枝でなく本幹そのものが陥入し,渦静脈と直接吻合し

ている点が異なる.したがって,本症で観察された異常静

11限会誌 102巻  3号

図 3 左眼 FAG.
A:静注後 15.0秒 .B:17.0秒 .C:24.8秒 .

乳頭上の 2時の異常網膜動脈は corkscrew様 に屈曲,反

転し網膜中心動脈に連続している。

月IR系 は後毛様静脈の奇形であ り,chorio― vaginal veinと

optico―ciliary vein双 方の特徴を合わせ持つ,い わば中間

型ともいうべき新 しい形の後毛様静脈であると解釈され

た。

本論文の要旨は第 36回 日本網膜硝子体学会で報告した。
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